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本論文の目的と構成 
  本論文は近世期の女性の言語生活に関する研究である。これは現在，日本語史研究において，非
常に重要なテーマである。そのテーマを解決すべく女子用往来物に注目して研究を進めたわけであ
るが，これは近世期の女子教育およびその教材の研究としても重要である。 
  女子用往来物は，近世期において，女性が消息文をしたためる際，あるいは手習いを行う際，そ
の座右においたと考えられているものである。そこに現れた，当該期女性の日常言語生活の一断面
を映す言語生活史資料としての価値を認め，その文字表記や語彙の諸相に関する調査，分析を通し
て，近世期女性の言語使用の具体相を捉えていこうとするものである。 
 なお，調査分析の対象として近世期全般を通じて15点の女子用往来物を選んでいる。 
 
 本論文の構成は，以下の通りである。 
序論  往来物を資料とした日本語研究の意義 
  本論  近世期女性の言語使用に関する考察 
   第１部 女子用往来物より見た表記の諸相 
       第１章 異体仮名の諸相と使用傾向 
       第２章 女子用往来物における仮名遣い(１）―居初津奈作往来物を中心に― 
       第３章 女子用往来物における仮名遣い(２) 
       第４章 漢字使用の実態と傾向―漢字字種とその用法から― 
       第５章 語表記から見た漢字使用の特徴―漢字・仮名の選択傾向― 
       第６章 女子用往来物における基本的漢字群の抽出―主成分分析による抽出法の試みと
     その検討― 
   第２部 女子用往来物より見た近世女性の日常語・教養語 
       第１章 女子用往来物使用語彙の実態と傾向 
    第２章 女子用往来物における語彙の諸相（１）―漢語使用の実態と漢語使用に対する 
    意識の変容― 
       第３章 女子用往来物における語彙の諸相（２）―「女中ことば」の使用について― 
    第４章 女子用往来物における基幹語彙抽出の試み 
    結論 女子用往来物に映る近世期女性の言語使用 
  資料編  使用字種（用字法）一覧 
 
本論文の概要 
 以下，本論文の構成に沿って，概要を述べる。 
 
 序論 
 序論においては，対象とした資料と研究目的について述べている。 
 女子用往来物を資料とすることについて，江戸時代の女子教育において消息文の果たした役割は
小さくなく，女子教育の基盤を成したものの一つが，日本教育史において「消息型」と分類される，
日常生活に要用の消息文例を収載した往来物の一群であること，これらは，消息文作成の雛形とし
て，また手習いの手本としてだけでなく，収められた消息文例を通して，当時の女性に求められた
常識やたしなみ，幅広い知識や教養を習得できる総合教材としても活用できるよう構成されており，
当時の女性が身につけたであろう文字表記の水準や種々の規範意識等，当時の日常的な言語使用の
実相を探る上で，好個の資料と考えられることを挙げている。 
 しかし，これまでの日本語史研究，特に近世語研究では，口語的要素を含む文学作品中心に進め
られてきたため，往来物をはじめとする実用書の類が研究対象となることは，きわめて稀であった。
これまでに，消息文体や消息文作法の史的解明を目的に近世期の女子用往来物が研究の俎上にのせ
られることはあっても，その使用言語を近世期における言語生活の一つの相として捉えた研究は，
行われていないとしている。 
 本論文の目的としては，当該期女性の言語生活の一断面を映す女子用往来物の分析を通し，教訓
書類によって形成された既存の観念に対して，より実態に即した，具体的な女性の言語使用の様相
を新たに提示することを挙げている。 
 本論文を評価すべき諸点は，すべてこの序論部分に集まっているといっても過言ではない。序論
に示した考え方により，日本語史の常道として，資料を分析し結論を導き出しているからである。
以下に序論について気付いた点を記しておく。 
 本論文の範囲として，言及，あるいはよりくわしい説明がほしい点として，資料として取り上げ
たた15点の女子用往来物が近世の女子用往来物全体の中でどのような位置をしめるものであるの
か，また，それらの中から，どのような理由に基づいてこの15点を選んでいるのか，ということが
ある。この説明が十分でないために，本論文で明らかにされていることがらが近世の女子用往来物
全体の中で，どのくらいの一般性をもつものなのか，その判断がしにくくなっている。膨大な女子
用往来物をすべて調査対象とすることはできないことであり，むしろ調査対象を限定することによ
って，本論文のレベルにまで達成できたともいえるが，それだけに，この15点が女子用往来物全体
の中にしめる位置や特色について明確にしておくことは，重要なこととなるはずである。 
   女子用往来物文献資料の整備と分析について，天野晴子氏や小泉吉永氏の先行研究で十分なの
か，検証が不十分である。『日本教科書大系 往来物編』の往来物文献リストなどから判断すると，
まだ多くの文献が見落とされているのではないだろうか。 
 また，往来物とは何だったのか，教育資料として，誰にどのように与えて，どのような効果を挙
げたのかという，教育・言語行動の観点からの検討もほしいところである。 
 なお，これらの要望は，いずれも今後の問題であり，いうまでもなく本論文の価値を低めるもの
では決してない。 
 
 第１部 女子用往来物より見た表記の諸相            
 第１章 異体仮名の諸相と使用傾向 
 本章では，仮名字体の使用実態について，異体仮名字体数の量的傾向やその使い分けに関する意
識について考察し，異体仮名字体数の量的傾向として，女子用往来物には，これまで戯作類に関し
て行われてきた調査とは異なる傾向の存することを明らかにしている。すなわち，異体仮名の字体
数について通時的に見ると，戯作類と同様，時代がくだるとともにやや減少傾向にあるが，その割
合は戯作類での調査に比してわずかであることを明らかにし，この点に関して，消息文が用件の伝
達という実用的な側面とともに，書道の流れを汲む芸術的側面をも持ち合わせていたこと，また，
日常一般的に使用されない字体を知り，したためることが一定階層以上の女性にとって「教養」の
度合いを示すものとなっていたことを指摘している。また，消息文例の中でも「散らし書き」によ
って記された文面には，汎用的に使用されているものとは異なる仮名字体が用いられる点を指摘し，
このことも上記同様に説明できるという。 
 これらに対し，異体仮名の使い分け，特に語中の位置による使い分けの様相は，同時代の戯作類
における傾向と重なるものが多く，この点から，戯作類などに見られる仮名字体の使い分けに関す
る意識が一部の職業作家だけでなく，一般的な女性にも広く浸透していたものであると指摘してい
る。 
 第1章については，日常一般に使用されない字体を知り，したためることが一定階級以上の女性
にとって「教養」レベルを示すマーカーとなっていた，などとしているが，それを裏付ける言説が
江戸時代の文献にあるのか。あれば，それらも示してほしい。この作業が行われていれば本論文の
価値はいっそう高まるであろう。 
 
 第２章 女子用往来物における仮名遣い(１）―居初津奈作往来物を中心に― 
 第３章 女子用往来物における仮名遣い(２) 
 この二つの章では，近世期における仮名遣いの傾向について，第二章に前期，第三章に後期の二
期に分けて分析している。 
 これらの章における調査結果では，同一の往来物内部では，一つ一つの語に対し複数の表記形が
使用されることがきわめて少なく，統一的に表記されている点，それが『仮名文字遣』と高い割合
で合致するという点，時代によって仮名遣いに関する意識に違いの生じることも念頭におき，近世
期を通じてきわめて保守的な傾向が保持されている点を明らかにした。こうした点から，女子用往
来物が消息文や文字を習得するための「教材」という役割を担っていたこと，また，作者層に和歌
や書道に通じていた人物の少なくないことが，きわめて規範的，保守的な仮名遣いが行われた要因
であると指摘している。 
 
 第４章 漢字使用の実態と傾向―漢字字種とその用法から― 
 本章では，女子用往来物に使用された漢字の量的傾向と音訓等の用字法について実態を記述して
いる。これまで近世期女性の漢字使用については，寺子屋への就学者数の低さや儒教思想に根ざし
た忍耐・犠牲的精神を説く教訓書類の存在が影響してか，概して少なく抑えられていたと考えられ
てきたが，女子用往来物における漢字の使用率を算出すると，「延べ字数」における数値は，戯作
類等に比べて決して低いものではないこと，「異なり字数」から漢字字種のバラエティを見ると，
さして豊かではないことを明らかにし，ごく一部の限られた漢字字種が頻用されることを指摘して
いる。これらの漢字は，漢字の使用が戒められることの多かった消息文にあっても，漢字を使用せ
ざるを得ないもの，また女性が漢字で書くことに違和感のないものであったとしている。さらに，
種々の教訓書や書札礼において女性に向けて発せられる漢字の使用制限について，こうした漢字使
用の具体相をふまえ，量的制限ではなく，質的制限を指すものとして解釈すべきであると指摘して
いる。 
 また，個々の漢字については，女子用往来物における使用漢字の多くが古代から現代に至るまで，
時代の影響を受けずに使用され続けていること，音訓等の用法についても概ね現代のそれと重なる
こと，さらに戯作類に見られるような当て字や熟字訓といった漢字の臨時的用法がほとんど見受け
られない傾向があることを指摘し，受け手に誤読や誤解を与えず，的確な情報伝達を旨とする消息
文の特性を反映したもので，文学作品における実態とは，様相を異にするものであると断定してい
る。女子用往来物の実用的かつ啓蒙的な資料性を勘案すると，ここで使用された漢字字種およびそ
の音訓等の用法は，当時消息文を取り交わす人々の間に広く浸透し，定着した当該期の常用漢字・
常用音訓であった可能性が高いと考えられると論者は述べている。 
 第4章については，女子用往来物の使用漢字には「常用漢字」が「常用音訓」をもって使用され
る傾向があるとしているが，それは，規範性と実用性を要求された「往来物」であることによるの
か，それとも閉鎖的環境に安住することを求められた「女子」用であることによるのかも明記して
あればいっそう評価できるものとなろう。 
 
 第５章 語表記から見た漢字使用の特徴―漢字・仮名の選択傾向―  
 本章では，女子用往来物における，語表記から見た漢字使用について分析している。漢字表記が
選択されるのはどういった場合なのか，使用頻度や語種，品詞の観点から検討している。 
 使用頻度の点では，使用率の高い頻出語は，語種等に関わらず，漢字表記の選択される傾向の強
いことを指摘している。頻出語に当てられる表記は，既に当時の女性に浸透していたものであり，
女性の消息文に使用されても違和感のない漢字および漢字表記であると結論付けている。 
 品詞別に見ると，[名詞]全般，特に[固有名詞][数詞]と[接辞的な要素]に含まれる[助数詞]の類
が高率であるという。また，当該期の女子用往来物には，単に消息文の雛形を示すだけでなく，当
時の日常生活において女性が身につけておくべき知識や教養を盛り込もうとする，教材としての工
夫が随所に見られるという。このことは，そうした往来物における教育上の配慮の現れだとしてい
る。 
 語種から見ると，概ね和語は仮名で，漢語は漢字で表記される傾向があるが，仮名表記の選択さ
れやすい漢語のあることを指摘し，難解な語ではなく，耳で聞いただけで理解できるような漢語ら
しからぬ漢語であることを指摘している。 
 
 第６章 女子用往来物における基本的漢字群の抽出―主成分分析による抽出法の試みとその検
討― 
 本章では，本論文における基本調査資料である15点の女子用往来物を対象に，統計的手法による
言語の「基本度」により，「基本的漢字群」の抽出を試みている。 
 本論文では，「使用率」「共出現数」「カバー率」という三つを「基本度」の基盤を成す尺度と
みなし，15点の往来物に使用されたすべての漢字それぞれについて計算し，この三つの数値を主成
分分析にかけ，得られた主成分得点に基づき「基本度」に関する順位付けを行っている。 
 本論文では，さらにこの上位200字までを暫定的に「基本的漢字群」とみなしている。その判定
には，「古代文献共通字種」「洒落本６種漢字」「常用漢字表」等のいくつかの漢字調査の結果や
漢字表との比較を行い，本調査の結果および方法の妥当性を検討している。それぞれの資料に照ら
し，そのいずれとも高い割合で一致するものとして200字を定めた。基本的漢字群は，時代の影響
を受けにくいという仮説に従うと，本調査によって得られた結果は，各時代を通じた基本的漢字群
だと考えてよいことになろう。また，一方で，上記の種々の漢字調査と合致しないものを具体的に
取り上げ，いずれも消息文体および消息文例集に不可欠の語の表記に当てられる漢字であることを
明らかにしている。ここでいう「基本的漢字群」には，各時代を通じて常用される漢字群と女子用
往来物や女性用消息文に不可欠の語を表記する漢字とが含まれていることとなる。 
 第１部全体については，本研究の成果の一つである「基本的漢字群」200字の問題がある。何故
に200字なのか，200番目はどの程度の信頼度なのか，さらにはこの200字が選ばれたことによって
何が分かるのか，等々について十分な記述を望みたい。 
 
 第２部  女子用往来物より見た近世女性の日常語・教養語    
 第２部では，女子用往来物の使用語彙に関する調査，分析を行っている。女子用往来物は，これ
まで日本語研究資料として利用されることが少なかったため，その言語に関する基礎的な特性が明
らかにされていないことに鑑みたものである。 
 第１章 女子用往来物使用語彙の実態と傾向 
 本章では，女子用往来物の資料性を確認する意味も含め，語彙量や語彙構造に見られる特性，品
詞性・語種・頻度それぞれの分布傾向について基礎的な考察を行っている。その結果，語彙量，特
に延べ語数と異なり語数の関係から，女子用往来物の語彙が文学作品よりも現代の教科書などに見
られる語彙構造に近いこと，また品詞分布から，精緻な描写よりも事実の的確な伝達を旨とする消
息文の文体的特徴である，文構造の単純さ，一文の短さ，定型的表現の多用が見られること，さら
に近世中期以降，女子用往来物に実用的な消息文が多数含まれるようになると，品詞や語種分布等，
語彙構造に変化が生じることを明らかにし，往来物の資料性について言及している。 
 また，当時消息文をしたためるにあたって身につけておくべき語の実態を捉えるために，「共出
現数」という観点からの考察が有効であることを示唆し，その具体的様相を提示している。女子用
往来物の語彙構造，および使用語彙の実態の検討を通じて，さまざまな場面から広く収集した日常
生活に要用の語を，同語の重複を避けながらできる限り多く取り込もうとする教材としての配慮が
うかがえる点についても言及している。 
 
 第２章 女子用往来物における語彙の諸相（１）―漢語使用の実態と漢語使用に対する意識の変
容― 
 本章では，使用語彙の中でも特に女性消息文において使用が禁じられることの多い漢語に焦点を
絞って考察を行っている。その結果，量的な傾向を見ると，全体に漢語の使用率が低く，漢語使用
を戒める教訓書類での指摘と符合することを明らかにした。しかし，異なり語数では，漢語（およ
び混種語）が全体の四分の一をしめており，消息文に欠くことのできない漢語群の存していたこと
も明らかにしている。 
 これら使用漢語の実相をより明らかにするため，各漢語の使用時期に着目して分析している。前
期の往来物のみに使用された漢語群には，当時の女性の教養を反映した漢語が，また，近世全期を
通じて使用された漢語群は，他ジャンルの作品における使用状況や表記傾向と合わせて検討すると，
既に漢語という意識の薄らいでいたであろう漢語を多く含むこと，中期以降にのみ使用が確認され
た漢語群には，教訓書や書札礼において，女性用消息文に使用すべきでない語として例示される漢
語の使用が見られることなどを明らかにした。こうした漢語使用の実態から，近世中期以降，使用
者層の拡大に伴って往来物が実用的な色彩を強めていくなかで書札礼等で指摘される規範への意
識に緩みが生じること，さらにその背後に漢語についての知識を蓄えた女性層の存在があることを
示唆している。 
 
 第３章 女子用往来物における語彙の諸相（２）―「女中ことば」の使用について― 
 本章では，いわゆる「女中ことば」について考察している。「女房詞」は，近世に至り「女中こ
とば」「御所ことば」など種々の名称を与えられ，武家女性から広く庶民層の女性へと伝播したも
のであるが，この種の語は，文学作品等に頻用されるものでないことから，具体的な使用実態を探
ることは難しく，これまでは専ら，女中ことばを収集した語彙集（「女中ことば集」）を対象に研
究が進められてきた。 
 本論文では，女中ことばの使用実態を探るべく，消息文例中における様相を明らかにした上で「女
中ことば集」所収語との差異について検討している。その結果，「女中ことば集」に取り上げられ
る語は，消息文例にあまり使用されていないこと，逆に，消息文例には「もじことば」など「女中
ことば集」に収められにくい女中ことばの使用が目立つことを明らかにした。これらの分析を通し，
消息文が女中ことばの庶民女性における受容の一端を映し出すこと，さらに「女中ことば」として
まとめられる語群の中に，書き言葉に適したものとそうでないもののあることを指摘している。 
 
 第４章 女子用往来物における基幹語彙抽出の試み 
 本章では，本論文において基礎資料とした15点の女子用往来物における使用語彙を総合し，女子
用往来物における「基幹語彙」の抽出を試みている。基幹語彙抽出の尺度を「深さ＝使用率」「広
さ＝共出現数」に定め，できる限り主観を交えず，機械的に抽出する方法を試みている。ここに基
幹語彙として抽出された語群には，待遇表現に関わる語，季節の風物や情景を表現するための語，
さらには前章で扱っている当該期女性の教養語ともいえる「女中ことば」の類など，日常生活で取
り交わされたであろう消息文に不可欠の語が含まれており，同時代の戯作類における使用語彙とは，
異なる様相を呈しているという。本論文においては，これらの語群を当該期女性の言語生活の一断
面を映すものと論者は考えている。 
 第２部全体にわたる問題点として，近世女性の「日常語」という場合に，その女性とはどの程度
の階層を指すのか，さらには，「日常語」を手紙文から探る場合に，それは文語のことであろうか
ら，「日常語」というには，いささかの保留，あるいは注記が必要なのではないか。「日常」とい
う言い方も本論文には散見するが，あらかじめ規定しておいてほしい用語である。 
 
 結論 
 本論文では女子用往来物の実用的，啓蒙的な特性に着目し，これを近世期女性の言語生活の一断
面を映す資料と位置づけ，その使用言語に関する考察を試みたものである。 
 本研究における調査を通して，これまで儒教思想に根ざした教訓書類によって形成された女性観
のもとで論じられることの多かった当該期女性の言語使用について，新たな一面を提示した。往来
物が教材である以上，啓蒙的意図で使用された文字や語の含まれていることは否めないが，多くは，
女性が使用するのに不都合のないものとみなされた，当該期女性の日常的な言語生活の基盤を成す
ものである。 
 また，往来物という「教材」を対象としたことにより，当該期，文字の習得を目指す人々の間に
存在したであろう，言語使用に関する規範意識の一端を明らかにした。仮名字体の使い分けや仮名
遣いについては，これまで一部の限られた言語社会における規範意識については明らかにされてい
たが，これまでの成果に加え，新たな言語社会における規範意識を示したことになろう。さらに，
往来物が「教材」として多くの使用者を得ていたことを勘案すると，本論文における成果は，一般
庶民層における規範意識の習得およびその定着過程，女中ことばをはじめとした語彙の伝播過程等
を解明する上で，その起点として位置づけられよう。 
 なお，論文末に[資料編]として，対象とした資料に出現した全漢字字種とその用字法一覧を掲げ
ている。これは今後の日本語表記史研究における「常用漢字群」解明の一助となるものと思われる。 
 本論文においては全般に，研究方法の特色とでもいえる計量的な方法が取り入れられているが，
ほとんどが全数調査であり，また百分率程度の数値で結論を導き出しているが，統計処理として考
えれば，十分とはいいにくい。この数字が示すことがらが，どの程度の確かさで事実を伝えている
のか，精度を示すべきであろう。統計的数値について不勉強であるという，昨今の学界の風潮に染
まることなく，統計的処理を施す場合の基本として今後の指針としてほしい。ちなみに，昨年（2
006年）秋に開かれた計量国語学会５０回大会記念講演において，学会創立者の一人水谷静夫氏は，
もっとサンプリングに関心を持ってほしいと述べた。近世語の研究は，大量の文献資料の分析から
事実を掘り起こしていくしかないのであるから，調査法と結果の信頼度の吟味は必須である。 
 
本論文の特色 
 本論文において，女子用往来物を日本語史料として取り上げた点に特色を見るが，特に研究方法
に際だった点を見ることができる。その方法は，数ある資料の中から，重要なもの15点を選んで，
その文字・語彙をすべて調査・分析するというものである。延べ五万字弱のデータをコンピュータ
に入力して，集計分析に努めた。読みを定め，均一の単位に切って入力するというのは，大変な労
力だったと推定される。 
 
本論文の評価 
 繰り返しになるが，本研究は近世期の女性の言語生活に関する研究である。これは現在非常に重
要なテーマである。そのテーマを解決すべく女子用往来物に注目して研究を進めたわけであるが，
これは近世期の女子教育およびその教材の研究としても重要である。 
 本論文は，近世の女子用往来物を資料とし，言語生活という視点を背景とした文字，語彙の研究
として，研究の目的や方法も明確であり，特にていねいな調査に基づいた実態の解明という点で，
評価できる。 
 全体的には高い評価を与えうるものであったが，本論文の審査の過程においては，研究の前提と
なる諸点を中心に議論した。その結果については前述した通りである。それは本論文の将来におけ
る大成を願ってのことであり，また，今後に，課題を残しているということは，本論文がきわめて
有意義なものであり，相当の成果を挙げたということでもある。今後さらに研鑽を重ねて，標題の
テーマに向かって研究を進め，大成してほしい。 
 たとえば，女子用往来物に見られる文字使用や語彙使用の実態がその他の諸分野とどのように関
わっているのか，という問題がある。第一に，実際にやりとりされた手紙との比較は不可欠であり，
それによって，女子用往来物に「教科書」としての側面がどのように反映されているか（あるいは，
いないか），そして，現実の手紙はどの程度，女子用往来物と一致するかを検証する必要がある。
第二は，女子用以外の往来物との比較であり，それによって，近世期女性の「言語生活」の特質が
明らかになることを期待したい。 
 
 以上，論評した部分のみを見ると残された課題が目立って見えるが，本論文を総合的に判断する
ならば，本論文が博士の学位にふさわしい十分な水準に達しているばかりでなく，今日の日本語史
研究に資するところ大なるものがあり，学界の水準を超える優れた業績であると認めることのでき
るものである。この論文によって，本人，学界ともに新たな出発点に立ったというべきである。こ
のことは，日本語史学界の発展をうながすものであり，本論文の果たす役割の大きさを示すもので
もある。 
 以上により，審査員一同は本論文が「博士（学術）」の学位を授与するに十分に値するものであ
るとの結論に達したので，ここに報告する。 
 
 なお，「本論文と既発表論文との関係」第２部第1章・第2章・第4章に記載されているものは，
本論文の一部であるとともに，学会誌等に投稿中の論文でもあった。しかし，博士学位論文として
受理申請時，2006年10月10日においてはいずれも採否が明らかではなかったために「書き下ろし」
として記載してあるが，2006年12月25日までにはいずれも下記の通り各誌に掲載が決定されたので，
一言申し添えておきたい。 
                       
 第２部 女子用往来物より見た近世女性の日常語・教養語 
  第１章 女子用往来物使用語彙の実態と傾向 
   「近世女子用往来物における使用語彙の特徴」2006年10月31日掲載決定（『日本語論叢』特
   別号／日本語論叢の会／2007年3月発行予定） 
  第２章 女子用往来物における語彙の諸相（１）―漢語使用の実態と漢語使用に対する意識の
   変容―  
   「女子用往来物における漢語使用について」2006年12月24日掲載決定（『文学語学』187号／
   全国国語国文学会／2007年3月発行予定） 
    第４章 女子用往来物における基幹語彙抽出の試み 
     「女子用往来物における漢字使用の実態と傾向」2006年12月16日掲載決定（『早稲田日本語研
  究』16号／早稲田大学日本語学会／2007年3月発行予定） 
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